
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

● 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 564,194 569,605 550,328 553,148

事業費

の内訳

令和3年度決算

医師等の研究研修に要する経費：２０，２５０　　医師確保に要する経費：４５，３８６
共済費用追加負担分：１１１，１４３　　　　　　基礎年金公的負担分：３０４，３３６
院内保育所運営費：２４，３７８　　　　　　　　腎移植体制運営費：１，６０２
児童手当分：４３，２３３　　　　　　　　　　　経営健全化取組経費分：０

令和4年度予算

医師等の研究研修に要する経費：２０，２５０　　医師確保に要する経費：３９，７２８
共済費用追加負担分：９６，９３５　　　　　　　基礎年金公的負担分：３２３，２５３
院内保育所運営費：３３，２６８　　　　　　　　腎移植体制運営費：１，６０２
児童手当分：３８，１１２　　　　　　　　　　　経営健全化取組経費分：０

人工 0.0 0.0 0.0 0.0

人件費 0 0 0 0

事業費 564,194 569,605 550,328 553,148

うち特定財源 0 0 0 0

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

法17の3
通知5-13・5-16(1)(3)(5)・10-3・10-4

他都市の状況

総務省の繰出基準等に基づいて他都市においても一般会計からの繰出を行っている。

実施結果

病院事業会計への繰出しを行った。

事業実施における
工夫点

病院事業会計の実績に鑑みて適正な繰出しとなるよう精査をした。

対象者 病院事業会計 開始 0 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

地方公営企業の経営の健全化を促進し、その経営基盤を強化する観点から、上記の経費の一部について、一般
会計が負担することとしている。

長期

地方公営企業の経営の健全化を促進し、その経営基盤を強化する観点から、上記の経費の一部について、一般
会計が負担することとしている。

取組内容

【病院事業会計への繰出金】
医師確保に要する経費、共済追加費用負担分、基礎年金公的負担分、院内保育所運営費、臓器移植体制運営
費、研究・研修経費、児童手当の給付に要する経費の一部を負担するための経費である。
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施策名
－
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年度 令和3年 会計コード 10 一般 事業コード 21235



◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

○ A ● B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

病院事業会計の経費の増減に対応するが、一般会計の財政状況の厳しさを勘案し、病院事
業の経費縮減を通じて繰出金の圧縮に努める。

予算
病院事業会計の経営基盤強化のため、引き続き適正な繰
出しを行う。 見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

病院事業会計の実情に鑑みて適正な繰出しとなるよう精査
をした。 見直し効果額

（前年度）
0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
B

一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

B

一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

B

一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
B

一般会計による負担のあり方については、総務省の繰出基準、企業の経営状況等を踏
まえ、必要に応じて、見直していく必要がある。

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 なし

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


